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研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
４

　
　
「
立
教
中
学
校
関
係
資
料
研
究
」

舟
橋
　
正
真

　

本
年
度
は
、
計
五
回
の
研
究
会
を
開
催
し
、
戦
時
期
お
よ
び
戦

後
改
革
期
の
「
立
教
中
学
校
教
務
日
誌
」（
以
下
、「
教
務
日
誌
」）

の
検
討
を
行
っ
た
。

　

第
一
は
、
前
年
度
よ
り
開
始
し
た
戦
時
下
「
教
務
日
誌
」
の
史

料
紹
介
の
内
容
に
関
す
る
検
討
で
あ
る
。
前
年
度
は
、『
立
教
学

院
史
研
究
』
第
一
五
号
で
、
一
九
四
一
年
度
「
教
務
日
誌
」
の
史

料
紹
介
を
掲
載
し
た
が
、
本
年
度
は
続
く
一
九
四
二
年
度
か
ら
四

三
年
度
ま
で
と
範
囲
を
定
め
た
。
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
計
三
回

の
検
討
会
を
開
き
、
解
題
の
内
容
や
個
人
情
報
の
扱
い
方
、
注
記

の
内
容
、
お
よ
び
付
録
（
教
員
一
覧
、
写
真
）
の
検
討
な
ど
を
精

力
的
に
進
め
た
。

　

解
題
と
注
記
に
つ
い
て
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員
に
よ
る

分
担
執
筆
と
し
、
全
体
の
編
集
は
事
務
局
（
筆
者
）
が
担
当
し

た
。
以
上
の
成
果
は
、
本
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
次
号
（
一
七
号
）

で
は
一
九
四
四
年
度
分
、
次
々
号
（
一
八
号
）
で
は
一
九
四
五
年

度
分
の
掲
載
を
予
定
し
て
い
る
。

　

第
二
は
、
輪
番
制
に
よ
る
「
教
務
日
誌
」
の
読
み
合
わ
せ
で
あ

る
。
二
〇
一
五
年
度
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
本
年
度

は
、
一
九
五
〇
年
度
「
教
務
日
誌
」
の
読
み
合
わ
せ
を
実
施
し

た
。
第
三
二
回
研
究
会
で
は
、
油
井
原
均
研
究
員
に
よ
る
同
日
誌

の
内
容
報
告
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
の
議
論
の
な
か
で
は
、
主
に

同
時
期
の
新
制
立
教
中
学
校
の
教
職
員
（
外
国
人
含
む
）
の
状

況
、
旧
制
立
教
中
学
校
と
の
連
続
面
、
立
教
各
校
と
の
関
係
、
公

立
と
私
立
の
管
轄
機
関
の
相
違
な
ど
様
々
な
論
点
が
出
さ
れ
た

（
同
回
は
前
年
度
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
天
候
不
良
に
よ
り

中
止
と
な
り
、
本
年
度
の
開
催
と
な
っ
た
）。

　

な
お
、
一
九
五
一
年
度
「
教
務
日
誌
」
に
つ
い
て
は
、
次
年
度

の
研
究
会
に
お
い
て
、
田
中
智
子
研
究
員
に
よ
る
報
告
を
予
定
し

て
い
る
。

　

本
年
度
開
催
の
研
究
会
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

第
三
二
回
（
二
〇
一
八
年
五
月
二
八
日
）

　
　

第
三
三
回
（
七
月
六
日
）

　
　

第
三
四
回
（
八
月
一
〇
日
）

　
　

第
三
五
回
（
一
一
月
二
日
）

　
　

第
三
六
回
（
二
〇
一
九
年
一
月
二
五
日
）

　

そ
の
ほ
か
、
筆
者
は
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室

所
蔵
の
旧
制
資
料
の
再
検
討
を
進
め
て
い
る
。
主
に
、
以
前
に
作

成
し
た
簿
冊
の
細
目
デ
ー
タ
に
つ
い
て
原
史
料
を
確
認
の
上
、
修

正
を
加
え
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
は
、
次
の
よ
う
な
他
機
関
所
蔵

の
戦
時
期
か
ら
戦
後
学
制
改
革
期
ま
で
の
史
料
の
所
蔵
確
認
、
お
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よ
び
史
料
収
集
を
適
宜
進
め
て
い
る
。
関
西
学
院 

学
院
史
編
纂

室
、
恵
泉
女
学
園
史
料
室
、
神
戸
女
学
院
史
料
室
、
立
教
女
学
院

資
料
室
、
日
本
大
学
企
画
広
報
部
広
報
課
、
明
治
学
院
歴
史
資
料

館
。

　

次
年
度
以
降
も
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
を
精
力
的
に
進
め
て

い
き
た
い
。

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
５

　
　
「
宣
教
師
関
係
資
料
研
究
」大

江
　
満

　

宣
教
師
関
係
資
料
は
、
戦
前
ま
で
立
教
学
院
の
経
営
母
体
で

あ
っ
た
米
国
聖
公
会
の
伝
道
機
関
誌
『
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ズ
』（Spirit of M

issions/ 1836

～1939

）
と
そ

の
後
継
誌
『
フ
ォ
ー
ス
』（Forth/ 1940~1959

）
が
基
幹
資
料

と
な
る
。
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
二
○
○
八
年
度
か
ら

二
○
一
四
年
度
に
か
け
て
、
最
初
の
米
国
聖
公
会
遣
日
宣
教
師
が

来
日
し
た
一
八
五
九
（
安
政
六
）
年
か
ら
後
継
誌
終
刊
年
に
あ
た

る
一
九
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
ま
で
の
一
世
紀
を
対
象
と
し
た

『
立
教
関
係
記
事
集
成
』
を
、
立
教
学
院
一
五
○
年
史
資
料
集
と

し
て
、
五
巻
と
別
巻
（
最
終
巻
）
に
わ
た
り
抄
訳
付
で
刊
行
し
た
。

　

ま
た
当
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
聖
公
会
管
区
事
務
所
所
蔵
の
米
国

聖
公
会
遣
日
宣
教
師
書
簡
群
（
通
称
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
コ
ー
ズ/ 

Japan Records

）
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
複
写
版
を
、
日
本

聖
公
会
管
区
事
務
所
と
共
有
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
膨
大
な

書
簡
群
の
目
録
作
業
も
二
○
一
五
年
度
に
完
了
し
た
。
現
在
は
、

立
教
学
院
幹
部
関
係
、
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
関
係
、
大
学
令
に

よ
る
大
学
設
立
関
係
な
ど
か
ら
重
要
資
料
を
選
定
し
て
、
翻
訳
作


